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１．組織の概要

(１)事業所名及び代表者氏名

株式会社 岡田商店

代表取締役 岡田 武久

(２)所在地

愛媛県新居浜市西原町２－７－３８

(３)環境保全関係の責任者および副責任者の連絡先

環境管理責任者 岡田 武久

副責任者 黒河 ゆかり

連絡先 ＴＥＬ ０８９７－３７－２７２０

ＦＡＸ ０８９７－３７－１８９８

E-mail take.okashou@nifty.com

(４)事業の内容

・ 鉄、非鉄金属売買加工処理

・ 各種プラント解体工事一式請負

・ 産業廃棄物収集運搬、処分(中間処分)
・ 計量証明業務

(５)事業の規模

活動規模 単位 2019年 2020年 2021年

処理量 ｔ 336.32 336.51 268.04
収集運搬量 ｔ 838.34 652.8 437.2
売上高 百万円 830.8 768.2 1,203.0
従業員 人 31 26 25

事務所床面積 ㎡ 436.8 436.8 436.8
工場等床面積 ㎡ 1377.2 1377.2 1377.2
ＣO2排出量 ㎏－ＣO2 706,534 665,928 590,662
工事等の件数 件 9 9 5
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〈産業廃棄物処理業者としての情報公表項目、内容〉

① ・ 法人設立年月日  1949 年 4 月 25 日

   ・ 資本金         2,000 万円

・ 売上高 （百万円） 2019 年      830.8    ( 百万円 ）

                  2020 年     768.2   （  〃   ）

                  2021 年     1,203.0    （  〃   ）    

   ・ 組織図…別紙－①

② ア．許可の内容…別紙－②

イ．施設等の状況

・ 収集運搬業者：運搬車輌の種類と台数 …別紙－③

・ 処分業者：処理施設の種類他…別紙－④

       処理方式、処理工程図…別紙－⑤

ウ．処理実績

      受託した産業廃棄物の処理量…別紙－⑥

エ．廃棄物の処理料金及び収集運搬料金

処理料は量・形状により別途見積り致します。

収集運搬費用についても別途見積り致します。

オ． 積替保管

    収集運搬業…積替及び保管行為は含まない。

    処 分 業 …金属くずの保管面積 ： 592 ㎡  

保管能力 ：803.7 ㎥

                廃プラスチック類の保管面積 ： 12 ㎡

                            保管能力 ： 12 ㎥   

（６）認証・登録の対象範囲

      全組織・全活動を対象とする。

      事業内容 鉄・非鉄金属売買加工処理業、産業廃棄物収集運搬業・    

中間処理業、建設業、プラント解体工事業



別紙－①

作成日　H25.4.20
作成責任者　岡田　武久
改訂日　H26.8.1
改定日　R1.7.30
改定日　R2.4.8
改定日　R3.1.5

・顧客対応業務
・新規顧客開発
・外交管理補佐

・社内環境整備業務
・経理管理業務

・統括操業管理業務
・顧客管理業務

・見積対応
・施工計画書作成
・統括施工管理業務
・主任計量者
・顧客管理業務
・工事出来高作成

・環境管理
・財務管理
・税務管理
・外交管理
・労務管理
・安全衛生管理
・最終人事決定
・行政対応

・環境関連法規の取りまとめ
・法改正等への対応と順守状況の監視
・環境目標、環境活動計画の立案、策定
・環境に対する負荷及び取組の状況確認
・社員教育、訓練の立案
・環境活動レポートの作成、公表
・外部からの苦情、要望対応
・取組体制の構築
・認証、登録の手続

・全体教育の立案
・一般教育の実施
・文章の作成管理
・システム運用上の事務処理
・環境活動の社内外への広報
活動の実施
・社内外からの苦情等に対し対
応を検討、実施

・持込商品の検収業務
・工事金額、買取単価の決定
・営業対応
・工場、事務所の保安業務
・行政対応

・日常の施工管理業
務
・現場毎の人員の適
正配置
・工事日報の作成
・部門社員教育

・福利厚生業務
・給与計算
・帳簿全般
・計量業務
・受付対応
・部門社員教育

・工場及びヤードの保全管
理業務
・計量業務
・車両、重機、機械設備の
保守管理業務
・見積対応
・顧客管理業務
・部門社員教育

・車両の運行
・車両の整備
・部門社員教育

株式会社 岡田商店 社内組織図

代表取締役

岡田武久

環境管理委員会

委員長 岡田武久

副委員長・環境管理責任者

黒河ゆかり

専務取締役

岡田精逸

営業部

責任者

岡田武久

管理部

専務取締役

岡田精逸

工務部

工場責任者

専務取締役

岡田精逸

工事部

責任者

岡田武久

経理・総務課

黒河ゆかり

工場長

常務取締役
岡田真治

解 体

白雪清見

運 送

菅野心児

事務局

事務局長

黒河ゆかり

事務局員

鴻上三惠

シルバー人材センター新居浜

理事長 佐々木 俊洋

㈱タスク

代表 近藤 誠
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別紙－②

許可の内容一覧表

別紙－③の１

車　両　の　主　な　仕　様　（車検証記載事項）

　愛媛　１００

　愛媛　１００

　愛媛　１００

  愛媛　１００

　愛媛　１００

　愛媛　１００　

　愛媛　１００

　愛媛　１００

　愛媛　１００

　愛媛　１１

第２１号 昭和62年11月15日
法改正により

なくなりました。

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限り、特定有害産業廃棄物であるも
のを除く。）

廃石綿等　　　　　　　　　　　　　     　　　　以上２種類

質量に係る計量証明の事業

収集運搬業者：運搬車輌の種類と台数

0001424

（認証・登録番号）

平成19年3月27日

（認証登録日）
２０２３年３月２６日 エコアクション２１

鉄・非鉄金属売買加工処理業、産業廃棄物収集運搬業・中間処理
業、建設業、プラント解体工事業

3800011876 令和４年１２月１０日

計量証明事業

3850011876 平成28年1月14日 令和４年１２月８日
特別管理産業廃棄物

収集運搬業

（特－ 2）第７５８２号
令和2年12月25日 令和7年12月24日

許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 事業計画

特定建設業

車体の形状 （最大積載能力
車名（メーカー名）

　収集運搬 能力

3820011876

愛媛県知事許可

大型貨物 平ボディトラック
最大積載量

三菱

車体形式 車両ナンバー
【車体の形状】 又は形式等 又は馬力等）（㎏）

車輌（機械）

 Ｕ－ＦＵ４１６Ｕ
１０，５００㎏ は　５２５３

大型貨物 平ボディトラック
最大積載量

日野 ＫＣ－ＦＲ３ＦＸＤＡ
１４，５００ｋｇ は　６７０１

は　８１５５

大型貨物 深ダンプトラック
最大積載量

日野 Ｕ－ＦＳ２ＦＫＢＤ
８，４００㎏ は　７３４７

大型貨物 ダンプトラック

は　８１６４

大型貨物 深ダンプトラック
最大積載量

１１，２００㎏
いすゞ ２ＰＧ　－ＣＹＺ７７Ｃ

は　８８４８

大型貨物 深ダンプトラック
最大積載量

三菱

２ＰＧ　－ＣＹＭ７７Ｃ
１１，８００㎏

いすゞ

ＫＫ－ＦＨ２１ＧＣ
３，９００㎏

ＱＫＧ－ＦＳ1ＥＫＡＡ
８，９００㎏

最大積載量
日野

す　６６２１

普通貨物 ダンプトラック
最大積載量

１０,３００㎏
ニッサンディーゼル Ｕ－ＣＤ５２０ＮＮ改

は　５３９３

普通貨物 ダンプトラック
最大積載量

ＰＤＧ－ＣＹＭ７７Ｖ８
　愛媛　１００

 は　６１９２

普通貨物 ダンプトラック
１０，２００㎏

最大積載量
いすゞ

普通貨物 キャブオーバー
最大積載量

三菱
５，５００㎏

普通貨物 ダンプトラック
最大積載量

１１，３００ｋ
ｇ

いすゞ

や　９１７５

とび・土工工事業・解体工事業

事業の範囲

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木
くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、「ガラスくず、コンクリートくず(工
作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器
くず」、鉱さい、がれき類、ばいじん
以上15種類

中間処分

    圧縮、切断、破砕処分：金属くず　    以上１種類

    切断、破砕処分：廃プラスチック類　  以上１種類

ＫＣ－ＣＹＺ８１Ｑ１改

Ｕ－ＦＫ４１７ＨＺ

は　５７２９

平成28年1月14日
産業廃棄物
収集運搬業

平成28年2月9日 令和４年１２月１０日 産業廃棄物処分業
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　 別紙－③の２

車　両　の　主　な　仕　様　（車検証記載事項）

　愛媛　１００

　愛媛　４００

　愛媛　９００

　愛媛　９９

　愛媛　９００

　構内専用車の為

　登録番号なし

　愛媛　９９

　愛媛　９００

　車体番号

　　７０００２６８４

　車体番号

　　２８０ＦＡ５２３８

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　愛媛　９００

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　車体番号

　構内専用車の為

　登録番号なし
マルチ自動車

マルチ解体機付
０．７㎥ 神鋼コベルコ建機 ＳＫ２００-３

バックフォー

住友建機 ＳＨ２００ＬＣ－６ＭＦ
バックフォー

　　２８１Ｆ２-１２２８

　　３０１Ｌ２-１１４１

　　２２０Ｌ２-１１４０

ＳＭＴ２００Ｌ６Ｊ００ＭＦ５１８９

住友建機 ＳＨ３３０ＬＣ-３Ｂ
　車体番号

油圧ショベル
マグネット付

０．９㎥

油圧ショベル
油圧アイアンクロー

１．２㎥

油圧ショベル
マグネット付

０．９㎥

バックフォー ３３０Ｌ３-６１６１

油圧ショベル 油圧アイアンクロー ０．９㎥ 住友建機 ＳＨ２００－５
２００Ａ５－１４６３

２４０Ａ３－５２６７

油圧ショベル
　ﾎｲｰﾙ式

１．４㎥ 日立 ＺＸ３５０Ｗ
油圧ｼｮﾍﾞﾙ 36553

油圧ショベル
油圧アイアンクロー

１．１㎥ 住友建機 ＳＨ２４０-３
バックフォー

31957

油圧ショベル フォークローダ １．４ｍ3 日立 ＳＤ－１ＨＸ
る　１０６６

油圧ショベル
ホイール式

１．４㎥ 日立 ＺＸ３５０Ｗ
油圧ｼｮﾍﾞﾙ

油圧ショベル
マグネット付

０．９㎥ 住友建機 ＳＨ２２０ＬＣ-２
バックフォー

油圧ショベル
マグネット付

１．４㎥ 住友建機 ＳＨ３００ＬＣ-２Ｂ　Ｍ/Ｆ
バックフォー

油圧ショベル
アイアンクロー付

０．７㎥ 住友建機 ＬＳ-２８００ＦＪ２
バックフォー

ＳＭＴ３３０Ｌ６P００ＭＦ１１６６

ＫＣ－ＦＤ２ＪＬＢ１０５８０
す　１２５４

普通貨物 ユニック車
最大積載量

３，１５０ｋｇ
日野

ＴＣＭ

ＳＨ３３０ＬＣ-６

の　１８５３

ＬＳ２８００ＦＪ
バックフォー

油圧ショベル
鉄骨カッター付

０．７㎥ 住友建機

Ｆ３９

ＹＤＲ-Ｆ１９２

住友建機
バックフォー

大型特殊 フォークリフト

大型特殊

ＴＣＭ

フォークリフト
最大積載量

１０，０００ｋｇ

油圧ショベル

３，５００ｋｇ

油圧ショベル
マグネット付

１．4㎥

フォークリフト
最大積載量

３，５００㎏

最大積載量

大型特殊 フォークリフト

小型貨物 キャブオーバー

７，０００ｋｇ
ＴＣＭ

は　　２６４

大型特殊 クレーン車

る　１１１９

クレーン車
最大吊揚量

ＦＤ３５Ｚ７

大型特殊 ＳＣ－Ｆ１１５

１，２５０㎏ た　４４１１

ＫＣ－ＣＹＭ５０Ｖ１Ｗ
　愛媛　１００

 は　６１１１

さ　５３６０

大型特殊

　収集運搬 能力

車輌（機械） 車体の形状 （最大積載能力

大型貨物 キャブオーバー
最大積載量

１５，０００ｋ
ｇ

車両ナンバー

最大吊揚量
カトウ ＫＲ２５７

２5，０００㎏

カトウ

最大積載量
ニッサン

２５，０００㎏
ＫＲ２５３

住友建機 ＳＨ２５０－７ＭＦ
バックフォー ＳＭＴ２５０Ａ７Ｖ００ＭＦ１２７２

【車体の形状】 又は形式等 又は馬力等）（㎏）

いすゞ

ＰＤＧ－ＳＺ２Ｆ２４

る　１４５５

マグネット付
０．７㎥ カトウ ＨＤ-７００ＳＥⅡ

バックフォー

収集運搬業者：運搬車輌の種類と台数 　

車名（メーカー名） 車体形式

最大積載量
ＴＣＭ
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別紙-④

金属くず

金属くず

金属くず

被覆線

被覆線

金属くず

自動メカニカルシャー

処理する廃
棄物の種

類

金属くず

金属くず

車体の形状

又は形式等

事業の用に供する施設の一覧表

車　両　の　主　な　仕　様　（車検証記載事項）

メーカー名 形式 導入年月日
（最大積載能力又は馬力等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎏）

≪産業廃棄物処理業の区分：処分業≫

車輌（機械）

【車体の形状】

２００２年１１月２１日

１Ｋ－２００Ｓ

ＭＳＤ５０Ｒ－Ⅲ

１Ｋ２００

２２５－９

マルマテクニカ

切断能力　　　　　　　５０ｔ／日

２００ｔ

　収集運搬 能力

石川機械 メカニカルシャー

　　　　　　　　　　　　　３０ｔ／日

処理機械

処理機械 　　　　　　　　　　　　　３０ｔ／日

処理機械

処理機械

処理機械

油圧自動シャー

油圧ショベル

メカニカルシャー

処理機械

処理機械

万能型電線解体機

電線粉砕選別システム

油圧自動シャー

ラバウンティ仕様

処理能力　　　　　　２．６ｔ／日　

処理能力　　　　　　０．５ｔ／日　

切断能力　　　　　　　１０ｔ／日

２０１１年１２月１３日EG-８０型

SGMR-３０Ｗ型

大阪カイショウ

大阪カイショウ ２０１１年１２月１３日

２００１年　８月　１日

２００１年　８月　１日

１９９３年　５月　１日

石川機械

切断能力　　　　　　　５０ｔ／日

２００ｔ
石川機械

メカニカルシャー

１９９５年　２月１０日

石川機械

処理機械 切断能力　　　　　９６．２t／日 ＴＷ１０-２００８ ２０１２年 　３月　２日
１０００型

ニューワイドシャー
テヅカ
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別紙-⑤の1

Ⅰ.　処分のみ委託された場合 <外部委託先>

管理型埋立

㈱クリーンダスト

廃プラスチック類 愛媛県西条市

廃タイヤ

金　属　く　ず

排 排

出 出

事 事
　

業 業

者 者

収集運搬 売　却　先

製鋼メーカー

Ⅱ.　収集運搬及び処分を委託された場合
<外部委託先>
管理型埋立

廃プラスチック類 切　断 廃プラスチック類 ㈱クリーンダスト

（主に電線くず） 破　砕 金　属　く　ず 愛媛県西条市

排

出

事 収集運搬
自社

業

者
売　却　先

製鋼メーカー

自社取扱い作業区分

金　属　く　ず
圧縮・切断・

破砕

廃プラスチック類
切　　断
破　　砕

処理方式・処理工程図

圧縮・切断・
破砕

金　属　く　ず
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別紙-⑤の2

Ⅲ.　自社が解体工事を請け負った場合
＜外部委託先＞

廃プラスチック類 廃プラスチック類

廃石綿等

燃え殻

収 繊維くず 管理型埋立

排 管理型混合廃棄物

集 紙くず

出

運 ゴムくず

事 ガラス・陶磁器くず

搬

業 安定型混合廃棄物

業

者 がれき

者

アスコンがら 中間処分　破砕

自 コンクリートがら 東方金属㈱

自 愛媛県松山市

社 木くず 今治加工㈱

社 愛媛県西条市

中間処分　焼却

廃油 オオノ開発㈱

愛媛県東温市

売　却　先

製鋼メーカー

自社取扱い作業区分

㈱クリーンダスト
愛媛県西条市

処理方式・処理工程図

切　断
・

破　砕

金　属　く　ず
圧縮・切断・

破砕
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受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等 別紙－⑥

（１）産業廃棄物
○ 収集運搬量、処理量等をご記入ください。

（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量
t 1.47
t 1.30
t 248.76

コンクリートがら t 24.00
管理型混合廃棄物 t 160.03

t 1.64
t 437.20

（ⅱ） 中間処理
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

金属くず 圧縮切断 t 268.04
t
t
t

金属くず 原料化 t 268.04
t
t
t
t 268.04
t 268.04

（ⅲ）最終処分
処理方法等 単位 処分量

t
t
t
t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）
廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

t
t
t
t
t

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等
t
t
t
t
t
t

合計

廃棄物の種類
廃プラスチック類
木くず
金属くず

安定型混合廃棄物
合計

中間処理

う
ち

再
資
源
化
等

小計

合計

廃棄物の種類

合計

中
間
処
理
後
の

産
業
廃
棄
物

最
終
処
分

小計

中
間
処
理

（
再
資
源
化
等
） 小計
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1.

2.

3.

(1)

(2) 廃棄物(事業所廃棄物)排出量の削減

(3)

4.

5.

2006年 6月 14日 制定

2021年 1月 8日 改訂

株式会社　岡田商店
代表取締役

岡田　武久
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2.環境方針

◆環境理念◆

◇行動指針◇

排水量(給水量)の削減

　環境方針、環境活動レポートを社外に公表し、地域社会に情報提
供を行います。

　株式会社岡田商店は、3R【(リデュース＝減らす)(リユース＝再び使
う)(リサイクル＝再生して使う)】推進社会の中で、環境経営システムを構
築・運用し、全従業員一丸となって、自主的・積極的に継続的改善を行う
ことにより、循環型社会の形成と地球環境問題の解決及び将来にわたる保
全に貢献いたします。

二酸化炭素排出量の削減(省エネルギー・省資源)

　事業活動に係わるすべての環境関連法規を遵守するとともに、法
規制等に関する最新の情報を収集し、対応できる体制を構築・維持
いたします。

　事業の継続的発展の為、金属のリサイクル処理と産業廃棄物の収
集・運搬・処分及び解体工事におけるリサイクル率の向上を図ると
ともに、環境への負荷低減の為、技術的・経済的に可能な範囲で目
標を定め、改善に取組み、定期的に見直します。

　事業活動に係わる「環境負荷」を軽減する活動として、以下の項
目について取組みます。

　環境方針を全従業員に周知し、具体的な活動が行えるよう環境教
育を徹底します。



実施
体制

1
期

2
期

3
期

4
期

担当者

電力

- - - -
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3.環境活動計画(目標達成手段)とその評価、次年度の取組内容　[2021年度]

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった　-予定なし

項目
環境活動計画

(目標達成手段)

環境活動計画に
対する評価/四

半期毎 環境活動計画の評価
次年度の取組内容

○化石燃料使用量の削減 ◎ ◎ ◎ ◎
・環境活動計画(目標達成手段)はほぼ
全て実施出来た。-継続-

○電力使用量の削減 ◎ ◎ ◎ ◎
岡田(真)

岡田
（武）

・環境活動計画(目標達成手段)はほぼ
全て実施出来た。-継続-

高圧(工場)

・屋根の一部を張替え、昼光を利用で
きるようにする（長期取組）

○ - ○ -

CO2の削減　内訳
・昼休みに工場の照明切 ○ ○ ○ ○

岡田(真)
岡田
（武）

低圧
・空調を夏28±1℃、冬20±1℃に設定 ○ ○ ○

・休憩時消灯は確実に実施されてい
た。-継続-

(事務所)

・実施状況は良好。-継続-

・一部張替を実施し進捗率24％。2027
年迄に100％を目指す。
-継続-

・事務所の照明をこまめに切、入 ○ ○ ○ ○

○

岡田(真)
岡田
（武）

・年間を通してよく管理出来ていた。引
き続き実施する。-継続-

 ・昼休み、残業時にスポットライトの活
用

○ ○ ○ ○ ・実施状況は良好。-継続-

・OA機器の省エネタイプへの順次切替 - - - ○
・4期に計量器関連機器を更新。-継続
-

・OA機器のこまめな電源オフ ○ ○ ○ ○
・少しの時間でも電源のオフもしくはス
リープモードへの切り替え等、よく管理
されていた。-継続-

軽油
・重機、車両のアイドリングストップ ○ ○ ○ ○

岡田(真)
岡田
（武）

・荷降ろし時、待機中、休憩時等のア
イドリングストップは確実に実施されて
おり良好。-継続-

・エコドライブの推進 ○ ○ ○ ○
・管理者による実地レッスンを2人/月
で行いスキル向上のを図った。-継続-

・車両のタイヤの空気圧を適正に保つ ◎ ◎ ◎ ◎
・新たに可搬式コンプレッサーを導入し
管理状況は良好。-継続-

・重機使用時のエンジン回転数を適正
にする

○ ○ ○ ○
・用途に応じた回転数で作業が出来て
いる。-継続-

・営業用車両のアイドリングストップ ○ ○ ○ ○

岡田
（武）

・エコカーの導入（長期取組） - - - ○
・4期に運搬車両1台を低燃費車に移
行した。-継続-

・全車両で確実に実施されていた。
-継続-

・エコドライブの推進 ○ ○ ○ ○
・運転方法は周知されており良好。今
後は積載物の軽減に努める。
-継続-

・タイヤの空気圧を適正に保つ ◎ ◎ ◎ ◎
・担当者毎に正しく管理されており、良
好。-継続-

・エコカーの導入（長期取組） ・3月に1台更新。-継続-

ガソリンガソリン

CO2の削減



実施
体制

1
期

2
期

3
期

4
期

担当者

一廃

産廃
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◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった　-予定なし

項目
環境活動計画

(目標達成手段)

環境活動計画に
対する評価/四

半期毎 環境活動計画の評価
次年度の取組内容

・石油ストーブの使用時間の短縮 ○ ○ ○ ○

岡田
（武）

・使用時間を定めて運用されていた。
担当者間でのWチェックや休憩所の遮
風対策等により使用時間の削減が図
れた。-継続-

・石油ストーブのエコタイプへの切替え
（長期取組）

- - - -
・今期は更新出来なかったが3年以内
に1台を更新予定。-継続-

・浴場における給湯の節約 ○ ○ ○ ○
・浴槽の4ℓ缶による容積縮小やシャ
ワーの利用時間の短縮等、よく取り組
まれていた。-継続-

・作業効率をよく考えて溶断作業を行
う

○ ○ ○ ○

岡田(真)

・工程に適した作業手順が守られてお
り良好。-継続-

・バルブの閉め忘れをなくす ○ ○ ○ ○
・閉め忘れ等はほとんど見かけられな
くなった。-継続-

・供給圧力を適正に保つ ◎ ◎ ◎ ◎
・適正に運用されており、良好。
-継続-

○ ○ ○ ○
・作業方法が定期的に見直され、効率
的に作業が行われていた。
-継続-

・品物に合った火口を使用する ◎ ◎ ◎ ◎
・品物毎にこまめに変更されていた。-
継続-

水使用量の削減
・食堂や浴場での節水の徹底 ○ ○ ○ ○

岡田(真)

・地道な節水活動は確実に実施されて
いた。-継続-

・水道配管からの漏水を定期的に点検 - ○ - ○
・5月、12月に専門業者による点検を行
い問題はなかった。-継続-

・作業方法、効率を定期的に見直し、
改善する

事務用紙

・両面印刷の徹底 ○ ○ ○ ○
・可能な限り両面印刷の利用が実施出
来ている。-継続-

廃棄物量の削減
・裏紙の利用 ○ ○ ○ ○

岡田
（武）

・裏紙ストックBOXで適正に管理され、
積極的に利用出来ている。
-継続-

・電子メディアの活用 ○ ○

・ミスコピー、ミスプリントを減らす努力 ○ ○ ○ ○
・部門をこえて問題点の共有、水平展
開が実施されており良好。
-継続-

○ ○
・社内メールの利用、見積の端末対応
等、工夫して活用出来た。
-継続-

リサイクル率の向上
・事業活動に伴って発生する産業廃棄
物の分別、再資源化を図る

○ ○ ○ ○ 岡田(真)

廃プラ

・持込スクラップの検収強化 ○ ○ ○ ○ 岡田(真)

・持込スクラップに対する検収は確実
に行われており、廃プラ発生の抑制に
貢献している。
-継続-

・金属リサイクル率の100%を維持。-継
続-

灯油

LPG

上水

灯油

LPG

上水



実施
体制

1
期

2
期

3
期

4
期

担当者

実施
体制

1
期

2
期

3
期

4
期

担当者

◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった　-予定なし

項目
環境活動計画

(目標達成手段)

環境活動計画に
対する評価/四

半期毎 環境活動計画の評価
次年度の取組内容

【その他の環境に配慮した取組】

一斉清掃
・事業所周辺の公共施設等の清掃活
動の実施

- ○ - ○
岡田
（武）

・5/12、10/16に実施。-継続-

【教育・訓練】

・88%移行済み。-継続-

事業所周辺の緑化
・事業所周辺に観葉植物、樹木等を栽
培することで、地域社会の環境良化、
温暖化防止に貢献する

- - - ○

再生紙の利用
・社名入封筒、名刺を新規購入分から
再生紙に移行

○ ○ ○ ○
岡田
（武）

岡田
（武）

・4期に予定地の整地と土壌改良を部
分的に行った。-継続-

環境管理委員会
（管理職）

【教育内容】

岡田(真)
岡田
（武）

・各自の役割、責任及び権限 ○

項目
環境活動計画

(目標達成手段)

環境活動計画に
対する評価/四

半期毎 環境活動計画の評価
次年度の取組内容

・環境経営システムの概要 ○ - - - 　　　〃

・環境への取組を行う意義 ○ - - - 　　　〃

- - - ・1/5に実施。-継続-

・法規制の詳細、遵守手順 ○ - - - 　　　〃

・部門の環境目標及び環境行動計画
の詳細

○ - - - 　　　〃

・会社共通の環境目標及びその環境
行動計画の内容、手順

○ ○ ○ ○ 　　　　　〃

○ ○ ○ ・年12回実施した。-継続-

緊急事態に備えた訓練
・環境上の緊急事態を想定し、その対
応策を定め、定期的な訓練を実施する

岡田
（武）

・担当する業務に関連した環境目標及
び環境行動計画の内容、手順

○ ○ ○ ○ 　　　　　〃

安全衛生環境会議
（全従業員）

【教育内容】

岡田(真)
岡田
（武）

・環境問題の現状やEA21における環
境への取組の意義等
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- - ○ -
・9/18に緊急連絡訓練、初期消火訓練
を行った。-継続-

○







(1)二酸化炭素排出量削減

種別 原単位当たり 総量

実績：10.9%削減 実績：2.5%削減

実績：12.6%削減 実績：4.4%削減

実績：10.0%増加 実績：20.4%増加

種別 原単位当たり 総量

実績：32.2%削減 実績：25.9%削減

実績：17.1%削減 実績：9.2%削減

実績：93.8%削減 実績：93.3%削減

種別 原単位当たり 総量

実績：24.5%削減 実績：17.3%削減

種別 原単位当たり 総量

実績：29.0%削減 実績：22.3%削減

種別 原単位当たり 総量

実績：49.7%削減 実績：44.9%削減
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評価欄は
目標以上：◎
目標通り：○
目標以下：△
とする。原単位当たりの評価が△であり、かつ総量においても目標値に届いていないもの
は評価×とし、原因を調査し是正報告書を作成、対策を実施する。

取組内容 達成状況

評価①購入電力 目標：4%削減

・空調夏28±1℃、冬20±1℃に設定。

・事務所の照明をこまめに切、入。
全
体 △・OA機器のこまめな電源off。

・OA機器、照明の省エネタイプへの順次切替え。

・昼休み、残業時にスポットライトの活用。
高
圧 〇・屋根の一部を張替え、さらに昼光を利用出来るように

する。(長期取組)

・ソーラーパネルの導入。(長期取組)
低
圧 ×

②軽油使用量削減 目標：4%削減
評価

・重機、運搬車両のアイドリングストップ。

・エコドライブの推進。
全
体 ◎・車両のエアー漏れ修理。(長期取組)

・エコカーの導入(長期取組)

・車両のタイヤの空気圧を適正に保つ。
工
場 ○・重機使用時のエンジン回転数を適正にする。

・エコドライブの推進。

全
体 ◎

・エコカーの導入(長期取組)

・タイヤの空気圧を適正に保つ。

工
事 ◎

③ガソリン使用量削減 目標：4%削減
評価

・車両のアイドリングストップ。

④灯油使用量削減 目標：4%削減
評価

・石油ストーブの使用時間の短縮。

・石油ストーブのエコタイプへの切り替え。(長期取組)

全体 ◎
・浴場における給湯の節約。

⑤LPG使用量削減 目標：4%削減
評価

・バルブの閉め忘れをなくす。

・供給圧力を適正に保つ。

全体 ◎

・品物に合った火口を使用する。

・プラズマ切断器を適正に使用する。

・作業方法・効率を定期的に見直し、改善する。



(2)水資源投入量削減

種別 原単位当たり 総量

実績：13.9%削減 実績：28.2%削減

(3)廃棄物量削減

種別 原単位当たり 総量

実績：27.0%削減 実績：38.7%削減

種別 原単位当たり 総量

実績：58.3%削減 実績：54.3%削減

(4)リサイクル率の向上

種別

(5)その他の環境に配慮した取組
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・散水栓に節水こまの取付け。

全体 ◎

・節水型水洗トイレの導入。

・水道配管からの漏水を定期的に点検。

・雨水貯水槽の導入(長期取組)

取組内容 達成状況

評価①上水使用量削減 目標：4%削減

・食堂や浴場での節水の徹底。

・両面印刷の徹底。

全体 ◎
・電子メディアの活用。

・ミスコピー、ミスプリントを減らす努力。

取組内容 達成状況

評価①事務用紙使用量削減 目標：4%削減

・裏紙の利用。

②産業廃棄物量削減 目標：4%削減
評価

・持込スクラップの検収強化。

全体 ◎

　　③事業所周辺の緑化。：実施具体策を検討中。

全
体

実績：100% ○

　　①事業所周辺の一斉清掃(5月、10月の年2回で予定)。：5/12、10/16に実施。

　　②社名入封筒、名刺を新規購入分から再生紙に移行。：移行中。

取組内容 達成状況

評価①リサイクル率 目標：99.90%以上

・事業活動で発生する廃棄物の再資源化率の向上。
総量



5.教育、訓練

1.《教育》

　　1)経営層、管理者教育

　　　(1)毎月１回定例会を実施し、環境経営の方向性などを話合い、教育の場として記録

　　　　を残す。

　　2)一般層教育

　　　(1)環境方針、環境活動計画、目標を掲示板に掲示。

　　　(2)朝礼時などを利用して取組み内容の指示を行い、取組み状況、途中結果を適時発表

　　　　し、改善点、要望などあれば報告してもらう。

　　　(3)年1回定例会を実施しコミュニケーションを図り、教育の場とする。

　　　(4)毎月１回全体朝礼を開き、環境方針の唱和を行う。

2.《訓練》

　　1)解体現場での火災発生を想定した、初期消火訓練の実施。

　　　(1)初期消火訓練

　　　(2)緊急連絡の訓練
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　エコアクション21に基づく環境経営システムを、適切に運用するため次のような教育、訓練を実
施しました。



改正の有無
順守
状況

2021.12 ○

- ○

- ○

2021.9 ○

2021.12 ○

- ○
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6.環境関連法規の遵守状況

環境関連法規 内容 適用範囲

労働安全衛生法
管理体制、事業者の講ずべき措置、石綿則
など

本社、解体工事

地球温暖化対策の推
進に関する法律

事業活動に関し、温室効果ガスの排出の抑
制のための措置を講ずるよう努めること

〃 2021.12 ○

省エネ法
基本方針の定めるところに留意しエネル
ギーの使用の合理化に努めること

〃 2021.6 ○

計量法 正確な計量の実施、計量証明の事業 〃

廃棄物の処理
及び清掃に
関する法律

保管基準、委託基準、収集運搬の表示等、
産業廃棄物管理票、処分許可、収集運搬許
可

〃 2021.8 ○

道路運送車両法
道路運送車両の登録等、保安基準、点検及
び整備、検査等

〃 - ○

2021.8 ○

家電リサイクル法 関係者の責務(事業者及び消費者) 本社、解体工事

建設リサイクル法
関係者の責務(建設業を営む者の責務、発
注者の責務)、分別解体等の実施義務、再資
源化の実施義務

解体工事

高圧ガス保安法 各種届出、定期保安検査、危害予防規定 本社 2021.10 ○

騒音規制法 新居浜市条令第３種区域の規制 〃

フロン法 排出者、解体工事元請業者の責務 本社、解体工事

振動規制法 新居浜市条令第２種区域の規制 〃

ダイオキシン規制法
特別教育の実施、ダイオキシン類の濃度及
び含有率の測定、工事の際の付着物除去、
発生源の湿潤化、計画の届出

解体工事 - ○

下水道法
排水設備の設置等、公共下水道の使用料
の納付、水洗トイレへの改造義務

本社 - ○

　また、過去3年にわたって、違反や訴訟も有りませんでした。

消防法

指定数量の1/5以上～指定数量未満はあら
かじめ消防長等に届出　　　　　　　　　　作動
油、潤滑油は4類第四石油類に該当
指定数量6000ℓ/5＝保管量1200ℓを超えると
届出が必要

本社 2021.7 ○

　環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱は有りませんでした。この定期評価は
インターネット、法規関連セミナー、関係各位との情報交換等を通じ最新の法情報に基づき実施しています。



7.代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果

【目標の達成状況】

　

【環境方針】

【EA21取組体制】

【環境コミュニケーション】

【環境上の緊急事態への準備及び対応】

　自然災害に起因する緊急事態への準備、対応も検討してみて下さい。

【総括】
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　昨年度より[ガイドライン2017年版]に基づいたマネジメントシステムへ移行した。より良い環境活動
を継続して行っていく為にも、効果的で実現可能な取組計画と目標が必要であり、EA21プログラムと取
組体制の刷新を検討していく。

　取組開始から16年目となる本年も全社を挙げて精力的に環境活動に取り組み、原単位当たりの削減目
標を1項目を除きほぼ達成することが出来た。最重要課題である二酸化炭素排出量の削減においては基準
値の741,694㎏・CO2に対し本年の排出量が590,663㎏・CO2で20.4%の削減に成功している。また、昨年と
比較しても11.3%削減出来ており、各部門で真摯に取組を続けてきた成果である。

　唯一、低圧電力使用量のみが総量、原単位当たり共に目標値を達成することが出来なかった。長期的
な傾向としては2018年にピークの排出量18,007㎏・CO2を記録したのち、2019年/16,199㎏・CO2、2020年
/13,949㎏・CO2、2021年/15,527㎏・CO2と減少傾向にはきている。2018年は東日本を中心に[災害級の酷
暑]と呼ばれた年であり、夏場のエアコン稼働率の増加が直接の原因と考えられる。世界的な取組により
二酸化炭素排出量は横ばいから減少傾向にあるとはいえ温暖化に歯止めがかかるにはまだまだ時間を要
すると思われる。したがって従業員の身体的負荷を考慮し、現状の取組は継続しつつ目標値を変更し、
新たなスタートとしたい。

　その他の取組みとして[上水使用量の削減][廃棄物量の削減][リサイクル率の向上]を実践したが、い
ずれも目標を達成出来ており弊社の環境マネジメントシステムが順調に構築され、その機能を十分に発
揮をされていることへの裏付けになっている。

　本年1月に一部改訂した。弊社の最重要課題を[事業の存続]、チャンスを[リサイクルに特化した事業
体形]と捉え、行動指針の2項目に反映させた。今後は弊社の経営上の課題とチャンスを[強み]と[弱み]
の面から深く掘り下げ、環境経営活動に反映させていく。

　作年の代表者変更に伴い組織改編となって2年が経過したが、引き続き環境マネジメントシステムは環
境管理責任者を中心に各部門責任者の尽力のもと、順調に維持、運用されている。また、部門長、担当
者、事務局、関係者の権限・役割が明確になっており、全員参加型の体制づくりになっている点が評価
出来る。

　外部、内部における発信する側としてのコミュニケーションはレポート及び各種会議等又は回覧掲示
等によりスムーズに実施出来ているように思う。しかしながら受け取る側としてのコミュニケーション
は外部に対しては苦情受付け、内部に対しては要望書という形で用意されているにも関わらず、数年来
活用されていない。従業員からの積極的な意見や外部の情報等を収集し共有することで、弊社の課題と
チャンスにも反映出来るものと考える。

　そこで、2023年を目途に誰もが気軽に訪れ、リラックスして食事や会話を楽しめる福利施設を社外に
建設し、コミュニケーションの場としたい。

　環境上の緊急事態が3パターン想定されており、それに対する準備や訓練も実施されていて評価出来
る。しかしながら作成が2007年と15年経過しており、必ずしも弊社をとりまく現状や環境との関わりに
則しているとはいい難い。

　近年、大型化する台風、気温の上昇、気候変動による局所的な豪雨・豪雪、声高に叫ばれる南海トラ
フ巨大地震の発生。幸いなことに弊社は創業以来こういった大規模な自然災害に見舞われたことはない
が、備えは大切である。

　上記の原因対策、改善点をよく検討し実行に移し、よりよい環境経営の構築を目指すとともに、3R推
進社会の発展と地域社会の環境保全に貢献できるよう、全社を挙げて邁進していく。


